
２　施策の現状

61.6

番目です。
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５　必要性…市民ニーズに合っているか、行政需要の変化に対応しているか

指標３
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1,299在宅児童における
交流活動の達成度
の指標

コミュニティ保育グループ参加率
　参加人数／目標参加人数

平成１５年度　施策評価表

３　総事業費及び人員

基本目標

政策名
（章）

第３章　子どもが健やかに育つ環境づくりをめざします

施策コード

第１節　子育て環境づくりの推進

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

（３）全施策中の順位（事業費）

8

○総合計画における位置付け等 平成15年　5月26日記入

長沢　博文

13110

基本施策名
（節名）

課　長　名施　策　名 保育環境の整備・充実

千円……構成事務事業全体の事業費合計（人件費含む）

（１）施策に要している総事業費

5,449,410

（２）　市民１人当りの事業費

人……構成事務事業全体の人員合計

円／人……人口は、

22.58

この施策の市民一人当たり事業費は、全１２３施策のうち、第

１　施策の概要・目的

延長保育実施率
　実施保育施設数／目標施設数

延長保育を計画的
に実施するための
指標

指標１

指標２

待機児童解消のた
めの指標

保育所入所率
　入所児童数／入所希望児童数

・増大する入所希望者や複雑・多様化する保育ニーズに対応するため、民間保育所との連携を強め、保育所受入れ
枠の拡大を進めるとともに、低年齢児保育や延長保育、障害児保育等の充実に努める。
・保育環境の維持、向上や保育所の機能充実に向け、保育所の施設整備を進める。
・在宅児童の子育て支援の充実を進める。

現状値と目標値指標名および指標式 指標の意図

8,846 万人とした。

４　評価指標

（４）施策に要している人員

（平成15年4月1日現在人口）

・平成１５年４月１日現在
　　保育所５３園（含む公立１８園）　入所定員数６，２２６人　入所児童数６，４４５人　待機児童４０２人
　　低年齢児保育（産休明け保育）４８園　　延長保育３９園（公立４園）　障害児保育５３園　病後児保育１園(H15.8.1)
・認定保育施設１５園　　　　・コミュニティ保育４６グループ

・女性の生活形態の変化や就労意欲の高まりなどにより、保育需要の一層の増加が見込まれるため、公立、認可保
育所を問わず、新設、増改築等により入所枠の拡大が必要である。
・就労形態や児童の状況により、特別保育事業（延長保育、障害児保育等）に対する需要が増加している。
・在宅児童に対する子育て支援策として必要である。

現状

目標

現状

目標

現状

目標

保育課

評価担当課
保健福祉部

Ⅰ



説明

説明

○家族構成別にみると、高校生以下の子どもがいる親子
世帯で満足度が低く、重要度が高くなっていることが目
立っています。

６　有効性…期待される効果があがっているか

・保育所の新設や増改築により、定員枠を拡大し、さらには「入所円滑化」により入所児童数は着実に伸びているが、
待機児童数は潜在的なニーズの掘り起こしもあり、急激な減少にはいたっていない。
・延長保育、障害児保育等の特別保育事業の利用件数も実施施設の拡大に伴い増加している。
・コミュニティ保育グループの参加人数も年々増加している。

今後の方向

７　効率性…費用対効果が優れているか、もっと大きな効果が得られるものはないか

説明及び具体的内容

・定員枠の拡大については、認可保育所の新設・増改築等取り組むほかに、認可外保育施設のうち一定の保育基準
を満たすことを条件に「認定保育室」として、認可保育所を補完する施設に位置付け、待機児童解消の時限的な対策
を実施することで効率性に優れた対策となっている。

　・現時点では、待機児童解消を第一と考えているが、平成２０年を乳幼児人口のピークと想定した上での待機児童
解消策を進めていく必要がある。
　・次世代育成支援対策推進法や児童福祉法改正を見据えた地域の子育て支援対策について、行動計画や保育
計画 の策定が早急に必要になってくる。

子育て世代の改善要望度が高いことから、待機児童の解消等より一層、施策を充実すべき
である。

「次世代育成支援対策推進法市町村行動計画」との整合を図りながら「保育計画」を策定
し、待機児童の解消など、ニーズに対応した体制づくりを進めること。また、民間活用を積極
的に進めること。

・保育所の施設整備による定員拡大や定員を超えて受入を行う「入所円
滑化事業」を着実に推進するとともに、認定保育室等既存の保育資源
の有効利用のあり方を検討しながら待機児童の解消に努める。
・今後、次世代育成支援対策推進法の制定等による行動計画や保育計
画を策定し、地域の子育て支援施策を推進する。

Ｂ

Ｃ

見直し

１１　２次評価

Ａ

◆この施策の重要度は、4.106で、調査した51施策の中で
15番目です。

８　市民満足度調査結果からの分析（平成１５年度調査）

拡充する

現状維持する

１２　外部意見

◆この施策の満足度は、3.129で、調査した51施策の中で
32番目です。

１０　今後の方向性（一次評価）

◆この施策の改善要望度は、0.692で、調査した51施策の
中で17番目です。
◇年齢別にみると、60歳代以上で満足度が高く、30歳代
以下で低くなっています。反対に重要度は若い層で高く、
年齢の高い層で低い傾向がみられます。30歳代以下で改
善要望が高くなっています。

市民満足度調査 （◆は施策の平均）
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市民満足度調査は、基本施策５１項目（節）について調査して
います。したがって、上位の基本施策が同じ場合は同じ内容
となっています。　（「○総合計画における位置付け等」参照）
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計 23 5,391,864 19.6
千円 人

合計 28 5,449,410 22.6事務事業

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

児童福祉関係団体補助金

コミュニティ保育促進事業

施設運営費（磁器食器の導
入）

園外保育用バス借上料

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

保育課

運営資金貸付金

借入償還金補助金

施設整備費補助金

地域育児センター事業補助金

休日保育促進事業

施設維持管理費

分園施設賃借料補助金

分園運営費補助金事業

乳児保育推進事業委託

民間保育所運営費助成

土地賃借料補助金

児童福祉事務運営費

小規模保育施設補助金

平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

1.00

4.00

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度

1.00

0.09

0.06

0.01

1.00

1.00

事務事業

0.03

0.13

1.00

施設維持補修費

施設整備費（冷房）

開所時間延長推進事業委託

時間延長型保育事業補助金

相模原市障害児保育推進事
業

2.00

0.00

2.00

0.70

1.00

1.00

1.00
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事務事業名

施策名 保育環境の整備・充実

決算額
(千円）

人員
（人）

1.21保育所入所児童保育委託 保育課

施策コード 13110－１

担当課
評価
年度

評価の概要
施策
中の
優先
順位

94,75415 AABAA0.03
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合計 5 57,546 2.95
千円 人

施策コード 13110－２

担当課
評価
年度

評価の概要
施策
中の
優先
順位

15 39,615

事務事業名

施策名 保健環境の整備・充実

決算額
(千円）

人員
（人）

1.90
保育教材等購入経費再配当

分
保育課 A 見直しA B A A 24

15 5,998 C B C C B 廃止 25

15 AAA A A A 26

15 256 B A Ｃ B A 廃止

A 完了済

27

15 11,677 C C C C 28C 廃止

B

A

A

Ａ

0.03

0.02

1.00

事務事業
平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度

家庭保育福祉員委託

保育所運営主体選考経費

保育所児童健康管理推進事
業

職員保育用被服費

保育課

保育課

保育課

保育課


